
４ 広報もりおか ７. ２. １ 広報もりおか ７. ２. １ ５

週に３～４日 2.9％週に３～４日 2.9％

月に数日月に数日
11.0％11.0％

年に数日年に数日
15.6％15.6％

悪天候の日悪天候の日
のみ 1.6％のみ 1.6％

ほとんど利ほとんど利
用しない用しない
39.1％39.1％

バスを利用すバスを利用す
る環境にないる環境にない
10.9％10.9％

無回答 1.6％無回答 1.6％

あなたは民間の路線バス（岩手県交通バス、岩手県北
バス、ＪＲバス）をどの程度利用していますか

週に５日以上 3.8％週に５日以上 3.8％

週に１～２日 5.8％週に１～２日 5.8％

２～３か月に２～３か月に
１日程度 6.8％１日程度 6.8％

「ほとんど利用しない」の割
合が39.1㌫（令和３年度は
47.6㌫）、週に１日以上の合計
が12.5㌫（同11.5㌫）であるこ
とから、バスの利用頻度が増
えていることが分かりました。
バス路線を維持していくため、
引き続きバスの利用を促進す
る施策が必要と考えます。

担当課から担当課から

週に１日以上の合計 12.5％週に１日以上の合計 12.5％

通勤・通学に利用している交通手段は何ですか（複数回答）

冬季のみ 0.9％冬季のみ 0.9％

0 10 20 30 40 50

自家用車（自分で運転）
０ 10 20 30 40 50（％）

48.948.9
22.022.0

12.012.0
10.710.7

10.010.0
8.28.2

0.10.1

10.710.7

3.03.0
4.14.1

1.31.3
1.41.4

0.90.9

自家用車（送迎）

自転車
民間路線バス

徒歩
通勤・通学していない

送迎バス
バイク・原動機付き自転車

鉄道（在来線）

鉄道（新幹線）

タクシー
その他

無回答 　自家用車（自分で運転）の割
合が高い一方で、路線バスや鉄
道など公共交通機関の割合が
低いため、市総合交通計画で
基本方針としている自家用車利
用の抑制を図るため、公共交通
機関や自転車への転換につな
げる施策が必要と考えます。

担当課から担当課から

【担当】交通政策課☎626-7519

５ 交通について

　若い年代では食べ物や祭りを魅力と捉える傾向がある一方、他の項
目の割合は低く、世代間で大きなギャップがあることが分かりました。

担当課から担当課から

「さまざまな魅力を発信
すべき」の割合が６割以
上であったことから、さ
まざな魅力を発信する現
在のシティプロモーショ
ンは、市民の求める方向
性に合致していると考え
ます。

担当課から担当課から

さまざまな魅力さまざまな魅力
を発信すべきを発信すべき
60.9％60.9％

特徴ある特産品な特徴ある特産品な
ど１つを強く発信ど１つを強く発信
すべき 5.6％すべき 5.6％

分からない分からない
14.2％14.2％

無回答 2.6％無回答 2.6％

特定の魅力ではな特定の魅力ではな
くイメージを強く発くイメージを強く発
信すべき 13.6％信すべき 13.6％

その他 3.1％その他 3.1％

市はどのように魅力を発信していくべきだと考えますか

あなたが思う盛岡市の魅力は何ですか（複数回答）

80

70

60

50

40

30

20

10

0

10

20

30

40

50

60

70

80

無回答その他カルチャー人情自然祭工芸品食べ物風景歴史
0
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無回答その他カルチャー人情自然祭工芸品食べ物風景歴史歴
史

ま
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な
み

食
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工
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然
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そ
の
他

無
回
答

０

（％）

39.439.4

68.068.0
60.2 60.2 

36.036.0 37.237.2

65.365.3

43.543.5

6.56.5
3.73.7 1.91.9

全体
18～29歳
30歳以上

シティプロモーションについて４

【担当】都市戦略室☎613-8370

※�グラフ内の数
値は全体のも
のです

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100０ 10 20 30 40 50 60 70 80 （％）

18～19歳

30～39歳

20～29歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

90 100

月１回以上月１回以上 ２～３２～３
カ月に１回カ月に１回

年１年１
～２回～２回

参加したことはある参加したことはある
が今は参加していないが今は参加していない

参加したことがない参加したことがない
無回答無回答

11.711.7 12.712.7 19.019.0 32.432.4 15.915.9 8.38.3

7.57.5 14.114.1 22.422.4 26.126.1 27.027.0 2.92.9
4.54.5

7.27.2 19.819.8 32.032.0 34.234.2 2.32.3
1.51.5

18.918.9 18.418.4 20.920.9 39.839.8 0.50.5

5.25.2 11.311.3 17.417.4 9.69.6 54.854.8 1.71.7
2.42.4 2.42.4

7.17.1 38.138.1 50.050.0

22.222.2 44.444.4 33.333.3

　現在地域活動に参加していない人の割合は全体で58.6㌫で、コミ
ュニティの活力低下が懸念されます。少子高齢化が進む中で、より若
い世代が地域活動に参加するための施策や、地域ごとの特性を考慮
した施策を講じていく必要があると考えます。

担当課から

あなたは、町内会や自治会などが行う地域活動にどの
くらいの頻度で参加していますか

全体 6.86.8 12.012.0 18.818.8 27.9 27.9 30.730.7 3.83.8

0 10 20 30 40 50

気軽に参加できる
地域イベント

（上位の回答５つ）０ 10 20 30 40 50（％）

地域活動情報のＰＲ

町内会などの活動
への参加促進

活動の担い手の養
成や組織づくり

地域に対する知識・関心
の向上のための取り組み

45.045.0
49.449.4

43.043.0

13.313.3
24.624.6

16.216.2
21.921.9

29.929.9

全体
18～49歳
50歳以上

24.624.6

地域活動を活性化させるために有効だと思う取り組み
は何ですか（複数回答）

13.313.3
19.319.3

22.122.1

16.216.2
17.517.5

18.118.1

　若い世代を中心に、全ての世代が地域イベントを有効としており、年代が
上がるにつれて、活動への参加促進や担い手の養成などを有効とする割合
が高くなる傾向があります。次世代の担い手を確保する上では、多様な世代
が参加しやすい雰囲気の醸成が重要であり、若い世代を活動に取り込むた
めのイベントの企画やＰＲの在り方の検討が、一つの方策であると考えます。

担当課から

市民協働について３ 【担当】市民協働推進課☎626-7535

0 10 20 30 40 50 60 70 800 10 20 30 40 50 60 70 80

携帯電話への緊急
速報メール

（上位の回答５つ）０ 10 20 30 40 50 60 70 80（％）

ＳＮＳ

テレビ放送

ラジオ放送

スマートフォンア
プリへの自動配信

68.368.3
70.770.7

63.263.2

51.151.1
59.459.4

45.845.8
50.250.2

77.177.1

全体
18～69歳
70歳以上

59.559.5

災害に備えて実施している対策は何ですか（複数回答）

災害情報や避難情報に関する市からの情報伝達手段
として効果的と思うものは何ですか（複数回答）

47.347.3
39.639.6

23.223.2

34.534.5
26.426.4

9.09.0

　全体的に「携帯電話への緊急速報メール」の割合が高く、次いでテ
レビ放送、ラジオ放送が高い結果となりました。また、60代まではス
マートフォンを使用した情報伝達手段が効果的とする割合が高い一方
で、70代以上はテレビの割合が高いことから、さまざまな媒体を通じ
た情報発信が必要であると考えます。

担当課から担当課から

0 10 20 30 40 50 60０

飲料水（３日分以上）の備蓄………50.3飲料水（３日分以上）の備蓄………50.3

食料（３日分以上）の備蓄…………46.5食料（３日分以上）の備蓄…………46.5

家族などとの連絡手段の確認………40.2家族などとの連絡手段の確認………40.2

災害時の避難先の確認………………36.7災害時の避難先の確認………………36.7

生活用品や簡易トイレなどの備蓄…34.9生活用品や簡易トイレなどの備蓄…34.9

避難所までの経路の確認……避難所までの経路の確認……………………26.026.0

棚の転倒防止などの対策……………23.3棚の転倒防止などの対策……………23.3

地域で行う防災訓練への参加………  9.7地域で行う防災訓練への参加………  9.7

市の総合防災訓練への参加…………  2.3市の総合防災訓練への参加…………  2.3

市の防災講座への参加………………  2.2市の防災講座への参加………………  2.2

土のうの備蓄などの浸水対策………  1.2土のうの備蓄などの浸水対策………  1.2

その他…………………………………  4.3その他…………………………………  4.3

　飲料水や食料の備蓄、連絡
手段や避難所の確認などの
割合が高かった一方で、浸水
対策や市の防災講座・総合防
災訓練への参加は割合が低く
なっているため、災害リスク
が高い水害への対策の啓発や、
防災講座などの周知に取り組
む必要があると考えます。

担当課から

10 20 30 40 50 60（%）

災害への備えについて２

【担当】危機管理防災課☎603-8031

　広報もりおかの割合が最も高いですが、交流サイト（ＳＮＳ）とマス
メディア（テレビ・新聞・ラジオの合計）の割合も高いことから、広く市
民に情報を伝えるため、市の広報媒体の活用と合わせて、メディアを
通じた情報発信の充実も必要であると考えます。

今後特に力を入れてほしい情報発信の方法は何ですか

広広報もりおか報もりおか
（広報紙）（広報紙）

39.0％39.0％

市ホーム市ホーム
ページ　ページ　
14.5％14.5％ポスターやチラシ 5.2％ポスターやチラシ 5.2％

ＳＮＳ（ＳＮＳ（FF
フ ェ イ ス ブ ッ クフ ェ イ ス ブ ッ ク

acebookacebook、、ＸＸ
エックスエックス

、、LL
ラ イ ンラ イ ン

INEINE））
17.4％17.4％

その他 1.9％その他 1.9％

新聞新聞
ラジオラジオ
テレビテレビ

マスメディアの合計  17.0％マスメディアの合計  17.0％
4.0％4.0％
1.8％1.8％

11.2％11.2％

今後特に力を入れて発信してほしい話題は何ですか

動画（動画（YY
ユ ー チ ュ ー ブユ ー チ ュ ー ブ

ouTubeouTube） 3.0％） 3.0％
無回答 1.9％無回答 1.9％

担当課から担当課から

　全体的にイベントや健康など、自分の生活に身近な情報に対する関
心が高いものと考えられますが、年代によって関心のある話題に差が
あるため、情報の内容と受け手の特徴を捉えた情報発信に努めます。

担当課から担当課から

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100０ 10 20 30 40 50 60 70 80 （％）

18～19歳

30～39歳

20～29歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

90 100

市の歴市の歴
史や魅力史や魅力

予算や予算や
計画など計画など

パブリックコメパブリックコメ
ントや補助金などントや補助金など

市のイベ市のイベ
ントや講座ントや講座

18.318.3 17.317.3 7.17.1

全体 14.914.9 14.714.7 11.211.2 27.0 27.0 19.219.2 3.73.7

子育て情報子育て情報
健康づくり健康づくり 無回答無回答

その他その他

6.66.6 2.72.7

21.521.5 28.328.3 2.02.0 5.15.1
0.50.5

14.114.1 12.912.9 10.410.4 30.330.3 24.924.9 4.64.6 1.71.71.21.2

17.117.1 14.014.0 16.716.7 29.729.7 14.014.0 4.54.52.72.7 1.41.4

12.212.2 11.711.7 17.917.9 25.525.5 10.210.2 5.15.115.815.8
1.51.5

9.69.6 13.013.0 10.410.4 27.827.8 9.69.6
0.90.9

26.126.1 2.62.6

9.59.5 15.515.5 6.06.0 35.735.7 10.710.7 6.06.015.515.5
1.21.2

11.111.1 27.827.8 5.65.6 44.444.4 11.111.1

１ 市の情報発信について
【担当】広聴広報課☎613-8369

　市内在住の18歳以上の人の中から、3000人を無作為で選び、ア
ンケート調査票を送付。42.9㌫に当たる1286人からの回答があり
ました。回答者の性別と年代別の比率は、右のグラフのとおりです。

※�端数処理や複数回答の設問があるため、それぞれの割合の総計が100㌫
にならない場合があります

調査の概要

性別
46.7％46.7％

男性男性
53.3％53.3％
女性女性

　市は、市政への市民参画や協働によるまちづくりのた
め、市民アンケート調査を毎年実施しています。昨年８
月に実施した調査の主な結果をお知らせします。全５テ
ーマ33問の調査結果は、市役所本庁舎６階の広聴広報
課や各支所、各図書館などで閲覧できるほか、市ホーム
ページにも掲載しています。
【問】広聴広報課☎626-7517
【広報ＩＤ】1050158

年代

皆さんの意見を市政に
反映させるために

令和６年度市民アンケート調査

10代 1.4％10代 1.4％
20代 6.5％20代 6.5％

30代 8.9％30代 8.9％

40代40代
15.2％15.2％

50代50代
17.3％17.3％

60代60代
18.7％18.7％

70歳以上70歳以上
31.9％31.9％


